
一 般 質 問 事 項（第９回遠賀町議会１２月定例会）

◆平成２９年１２月８日（金）、１１日（月）

◇１２月８日（金）

（通告順１） 質問者 萩本 悦子 議員

質問事項 質問の要旨 質問の相手

１ 国際交流協会の設立
について

⑴ 設立時期をどのように設定しているのか。

⑵ 設立に向けての現在の進捗状況を尋ねる。

⑶ どのような国際交流協会を目指しているのか。

⑷ 住民に対しての喚起をどのように行うのか、具体
的な方策を尋ねる

町 長

教育長

町長･教育長

教育長

２ がんばる地域まちづ
くり事業（提案公募
型事業）について

⑴ 継続団体への補助率を変更する考えはないか。

⑵ 実施事業の事後評価を行う考えはないか。

⑶ 実施される事業の最終目標数を尋ねる。

町 長

町 長

町 長

３ 生涯学習まちづくり

基本構想・基本計画に

ついて

⑴ 周知はどのように行っているのか。

⑵ 効果的な推進を図るため、どのような取り組みを行

っているのか。

教育長

教育長

（通告順２）質問者 織田 隆徳 議員

質問事項 質問の要旨 質問の相手

１ がん検診について ⑴ 胃がん、大腸がん、肺がん、乳がん、子宮がんで
要精密検査と判定された件数と率。がんが発見さ
れた件数と率を問う。

⑵ 検診でがんが発見され、治療につながった件数と
率を問う。

⑶ がん検診及び精密検査の受診率向上のための対策
を問う。

町 長

町 長

町 長

２ 定住促進施策につい

て

⑴ 定住促進事業の実績を一括して問う。

①空き家への移住件数
②町内への移住相談と移住につながった件数
③町内事業所の共同交流の実績
④創業者賃貸住宅補助金交付の件数

⑤空き店舗の利活用の件数
⑥定住奨励金の交付件数

⑵ 定住促進施策の効果が出ているか問う。

町 長

町 長



３ 遠賀川駅舎の建替え
について

⑴ ＪＲとの話し合いの状況を問う。

⑵ 町が建設を計画している駅舎と一体の交流施設建
設の実現性を問う。

町 長

町 長

４ 学校の部活動につい

て

⑴ 学校の部活動に教職員は、どのようにかかわって

いるのか問う。

⑵ 部活動に要する教職員の勤務実態を問う。

教育長

教育長

（通告順３）質問者 浜岡 峯達 議員

質問事項 質問の要旨 質問の相手

１ 本町が所管するため
池の維持管理につい
て

⑴ 本町が所管するため池１７カ所の内、１６カ所の
ため池の築造年月が不明とあるが、この状況をど
のように考えているか。

⑵ 築造年月を調査するのにどれだけの費用がかかる
と思われるか。

⑶ 調査費が過大になるようであれば、年次計画を立
てて調査をしてはどうか。

⑷ 本町のため池の改修は、すでに１１カ所の改修が
終わっているが、残りの６カ所の改修の計画はど
のようになっているか。

町 長

町 長

町 長

町 長

２ 課長職の資質につい
て

⑴ 課長に対して、何を期待し、どのような指導をし
ていくのか問う。  

町 長



◇１２月１１日（月）

（通告順４）質問者 仲野 新三郎 議員

質問事項 質問の要旨 質問の相手

１ 地域公共交通網形成
計画について

⑴ 老朽化し修理や点検に費用が掛かるコミュニティ
バスの更新の時期は。

⑵ 公共交通不便地域へのデマンドバスの導入は。

⑶ コミュニティバスの利用者増加に向けた取り組み
は。

⑷ コミュニティバスの広域連携運行の考えは。  

町 長

町 長

町 長

町 長

２ 街路灯の設置につい
て

⑴ 宮田遠賀線（芙蓉南～木守西間）における街路灯の
設置についてどのように考えるか。  

町 長

３ キッズウィークにつ
いて

⑴ 平成 30年度から導入されるキッズウィークについ
ての方針を尋ねる。  

教育長

（通告順５）質問者 尾下 康文 議員

質問事項 質問の要旨 質問の相手

１ 上別府地区の水道配
管設備工事による給
水トラブルについて

⑴ １１月１４日早朝、町内ほぼ全域で水道水の水圧が
低くなり、多くの住民の生活に支障を来たした。町
として、工事の状況を把握していたのか。また、ど
のような対応をしたのか。

⑵ 工事の案内、工事終了後の赤水対策など事前に知ら
されていなかったが、住民からの苦情や、健康被害
などの報告はなかったのか。

⑶ 今後も、老朽化した配管設備の更新計画があると思
うが、工事内容を事前に案内するなど、住民への周
知を徹底して欲しい。町として対策をどのように考
えているか。

町 長

町 長

町 長

２ 産業振興計画の農業

振興政策について

⑴ ＵＩターンの新規就農者や後継者の事業継承者に

対する支援とあるが、具体的にはどんなものか。ま
た、何人の方が支援を受け継続して事業を営んでい
るか。

⑵ 環境保全の視野に立った遊休農地や耕作放棄地の
管理とあるが、対象地の割合と活用の現状は。

⑶ 退職後のアクティブシニアの就農者としての活用

に向けた支援とあるが、どのような支援があり、就
農する場所や、農業振興に貢献できるのか。また、
経済的に成り立つのか。

町 長

町 長

町 長


